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投
票
で
き
る
人

▽
18
歳
以
上
の
人
（
平
成
11
年
７
月

３
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

▽
平
成
29
年
３
月
14
日
以
前
か
ら
引

き
続
き
南
あ
わ
じ
市
に
住
所
の
あ

る
人
（
兵
庫
県
内
の
市
町
に
転
出

し
た
人
で
当
市
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、「
引
き

続
き
県
内
居
住
証
明
書
」
を
提
示

す
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。）

投
票
で
き
る
場
所
・
時
間

▽
場
所　

入
場
券
記
載
の
投
票
所

▽
時
間　

午
前
７
時
～
午
後
８
時

※
沼
島
は
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

新
製
品
及
び
新
技
術
の
開
発
等

を
行
う
事
業
者
に
対
し
、
開
発
に

要
す
る
経
費
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　

次
の
す
べ
て
の
条
件
に

該
当
す
る
人
❶
市
内
に
住
所
が

あ
る
個
人
事
業
者
、
ま
た
は
所
在

地
か
つ
営
業
の
本
拠
が
市
内
に
あ

る
中
小
企
業
❷
市
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と
❸
他
の
制
度
に
よ
り

同
様
の
補
助
を
受
け
て
い
な
い
こ

と
❹
申
請
年
度
内
に
新
製
品
・
新

技
術
開
発
が
終
了
す
る
こ
と

補
助
内
容　

補
助
の
対
象
と
な
る

経
費
の
合
計
額
の
２
分
の
１

※
上
限
１
０
０
万
円

申
請
締
切　

8
月
31
日
（
木
）

　

市
で
は
防
災
情
報
等
を
無
線
で

受
信
で
き
る
戸
別
受
信
機
を
住
民

票
上
の
世
帯
主
へ
１
台
を
無
償
貸

与
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
受
信
機

が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
設
置
時
か

ら
世
帯
主
が
変
更
さ
れ
た
場
合

は
、
貸
与
者
の
変
更
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

戸
別
受
信
機
は
台
風
や
地
震
で

停
電
し
た
時
で
も
、
乾
電
池
で
使

用
で
き
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
で

も
使
え
る
よ
う
、
乾
電
池
は
１

年
を
目
安
に
交
換
し
て
く
だ
さ

い
。

平成 30 年度新規採用職員の募集 ７月２日は兵庫県
知事選挙の投票日

新製品・新技術開発等促進事業戸別受信機の利用者へ

問総務課（南あわじ市市善光寺 22 番地 1）☎ 43-5001 案内

お知
らせ

案内

市では平成 30 年４月採用予定の南あわじ市職員の募集をします。
※申込書の受付期間は７月 18 日（火）～８月 15 日（火）の
   午前８時 30 分～午後５時 15 分まで。（土日祝日は除く）
※募集人数は事務職、保育士のいずれも成績などにより変更することがあります

■申 込 書　 市役所総務課（３階）で配布。市のホームページから申込書を
　　　　  　    印刷（A4 サイズ）して使用することもできます。

■提出方法　申込書に必要事項を記入のうえ、申込書類を市役所総務課（３階）
        　　　   まで直接持参してください。（郵送は不可、代理提出は可）

◆第１次試験　
▽日時　９月 17 日（日）
　　　　午前 ９時 30 分～
▽場所　南あわじ市役所本館
　　　　及び第２別館
※ 1 次試験合格発表　　　　
　10 月上旬発表予定　　　
◆第２次試験
　10 月中旬を予定
◆第３次試験
　11 月中旬を予定

区　分 内　　　容

1 機械工具費
機械装置の購入、製造、改造、借用、修繕または
据付等に要する経費

2 技術指導費 大学等から技術指導を受けるために必要な経費

3 委託費
設計、加工、デザイン、試験等や新製品等の市場
ニーズ調査等開発に必要な事項の一部を委託する
ために要する経費

4 原材料費 原材料費

問商工観光課☎ 43-5221問危機管理課☎ 43-5203

補助対象経費（対象となる経費の合計額は 20 万円以上であること）

問市選挙管理委員会☎ 43-5004

お知らせ

職種
※職務内容

募集人数および
受験資格 試験内容

 
事

務

職

一般行政職

※一般行政事務

募集人数　10人程度 
受験資格　次の条件を全て満たす人　❶昭和62年４月２日以降に生
　まれた人❷高等学校を卒業した人または平成30年３月に高等学校
　を卒業見込みの人　

【１次試験】 
　・教養試験 
　・事務適性検査 

【２次試験】 
　・作文試験 
　・口述試験 

【３次試験】 
　・口述試験

農政事務職

※農政事務（農業
の振興、農村の活
性化、農業土木に
関する事務）

募集人数　若干名 
受験資格　次の条件を全て満たす人　❶昭和62年４月２日以降に生
　まれた人❷学校教育法による大学、短大、高等専門学校または専門
　学校で農学科、農業コース等、農業に関する専門課程を履修して卒業
　した人または平成30年３月に卒業見込みの人

土木事務職 
（経験者採用）

※土木事務（市が
発注する土木・建
築に係る事業の施
工監理、設計、審
査等に関する事務）

募集人数　若干名 
受験資格　次の条件を全て満たす人　❶昭和62年４月２日以降に生
　まれた人❷学校教育法による大学、短大、高等専門学校または専門
　学校で土木または建築に関する専門課程を履修して卒業した人❸民 
　間企業等における土木または建築の職に関する正職員としての職務
　経験が通算して３年以上ある人

一般行政職 
（身体障害者採用）

※一般行政事務

募集人数　若干名 
受験資格　次の条件を全て満たす人　❶昭和62年４月２日以降に生
　まれた人❷高等学校を卒業した人または平成30年３月に卒業見込
　みの人❸身体障害者手帳の交付を受け、その障害の程度が１級から
　４級までの人❹自力で通勤ができ、介護者なしに事務職として職務の
　遂行が可能な人

【１次試験】 
　・教養試験 

【２次試験】 
　・作文試験 
　・口述試験または
　 記述式試験 

【３次試験】 
　・口述試験

保育士 
幼稚園教諭

　※市立保育所・認定こど 
　も園・幼稚園での勤務　
　　  　

募集人数　４人程度 
受験資格　次の条件を全て満たす人　❶昭和62年４月２日以降に生
　まれた人❷保育士資格および幼稚園教諭免許の両方を有する人ま
　たは平成30年３月までに保育士資格および幼稚園教諭免許の両方
　を取得見込みの人

【１次試験】 
　・教養試験 
　・専門試験 

【２次試験】 
　・口述試験 
　・口述試験または
　 記述式試験 

【３次試験】 
　・口述試験

募集 試験日・試験会場

開
票
場
所
・
時
間

▽
場
所　

市
役
所
第
２
別
館
３
階

▽
時
間　

午
後
９
時
30
分
～

そ
の
他

※
７
月
１
日
は
、
南
あ
わ
じ
市
保
健

セ
ン
タ
ー
、
シ
ー
パ
、
パ
ル
テ
ィ
、

福
良
地
区
公
民
館
で
、
期
日
前
投

票
が
で
き
ま
す
。
投
票
日
当
日
に
、

用
事
等
が
あ
る
人
は
、
期
日
前
投

票
を
し
ま

し
ょ
う

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
む
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

島
外
の
医
療
機
関
で
妊
婦
健
康
診
査

を
受
け
、
出
産
す
る
人
に
対
し
、
通
院

に
係
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
次

の
条
件
を
満
た
す
人
❶
南
あ
わ
じ

市
の
妊
婦
健
康
診
査
費
助
成
券
を

申
請
し
て
い
る
人
❷
島
外
の
医
療

機
関
で
妊
婦
健
康
診
査
を
受
け
、

同
一
の
医
療
機
関
で
出
産
し
た
人

※
体
調
の
急
変
、
悪
天
候
等
に
よ
り
医

療
機
関
を
変
更
し
た
場
合
を
除
く

※
妊
娠
22
週
に
達
し
た
日
以
後
に
出

産
し
た
人
に
限
る

助
成
額　

島
外
の
医
療
機
関
へ
通

院
し
た
回
数
が
6
回
ま
で
の
場

合
は
１
万
円
。
通
院
が
6
回
を

超
え
る
場
合
は
、
１
回
に
つ
き

１
５
０
０
円
加
算
し
、
２
万
円
が

限
度

※
妊
婦
健
康
診
査
費
助
成
を
受
け
た

通
院
に
限
る

※
出
産
時
、
救
急
車
を
利
用
し
た
場

合
は
通
院
回
数
に
含
み
ま
せ
ん

問健康課☎ 43-5218

島外で出産する人を
支援（出産支援事業）

お知
らせ


